
小
泉
政
権
が
幕
を
引
き
ま
す
。
政
権
末
期
は
、
内
政
・
外
交
と
も
矛
盾

が
噴
き
だ
し
、
き
び
し
い
批
判
の
な
か
の
退
陣
と
な
り
ま
す
。
後
継
総
理

が
誰
に
な
ろ
う
と
、
次
期
政
権
は
、
自
民
党
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
も

と
で
、
小
泉
悪
政
を
引
き
継
ぐ
自
公
政
権
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
多
く
の
国
民
は
こ
の
夏
大
き
な
論
議
に
な
っ
た「
大
東
亜
戦
争
」

肯
定
論
や
愛
国
心
教
育
、
改
憲
策
動
な
ど
に
戦
争
と
暗
黒
政
治
再
来
の
危

険
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
改
革
」
の
名
に
よ
る
く
ら
し
や
医
療
改
悪

・
増
税
な
ど
に
よ
り
生
活
困
窮
者
が
激
増
し
、
格
差
社
会
の
な
か
で
た
い

へ
ん
な
貧
困
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

自
公
政
権
と
国
民
と
の
矛
盾
は
深
ま
り
、
秋
の
臨
時
国
会
か
ら
来
年
の

通
常
国
会
、
さ
ら
に
統
一
地
方
選
挙
・
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
「
小
泉

悪
政
を
継
続
す
る
の
か
、
断
ち
切
る
の
か
」
が
問
わ
れ
る
激
動
の
情
勢
で

す
。同

盟
は
、
こ
の
夏
に
全
国
理
事
会
を
開
き
、
当
面
の
活
動
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
各
都
道
府
県
本
部
は
年
次
大
会
を
開
き
実
践

に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

秋
か
ら
の
た
た
か
い
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
憲
・
教
育
基
本
法

改
悪
勢
力
の
「
戦
争
と
暗
黒
政
治
」
復
活
の
企
み
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
全
同
盟
員
が
意
思
を
統
一
し
、
「
国
会
請
願
署
名
運
動
を
は
じ
め

戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
同
盟
課
題
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
来
年

の
選
挙
で
地
方
政
治
と
国
政
で
真
の
革
新
前
進
の
た
め
に
今
か
ら
力
を
尽

く
し
ま
し
ょ
う
。

●
終
戦
記
念
日
／
８
・
１５
―
全
国
で
統
一
宣
伝
行
動
…
…
…
…
２
〜
４

●
顕
彰
碑
／
竹
中
彰
元
の
墓
・
岐
阜
県
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

●
時
の
焦
点
／
「
満
州
事
変
」
七
五
周
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

●
抵
抗
の
群
像
／
小
松
益
喜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

●
同
盟
歌
壇
／
碓
田
の
ぼ
る
選
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

●
書
棚
／
『
天
皇
の
軍
隊
と
日
中
戦
争
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

主 な 記 事
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深まる矛盾、重要な秋の闘い

８
・
１５
終
戦
記
念
日
宣
伝
行
動
、
埼
玉
県
本
部

１９８９年５月８日第三種郵便物認可 （毎月１５日発行）�３８７

―１―

２００６年９月１５日不屈



北
海
道

�
六
二
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
七
ヵ

所
、
署
名
四
九
筆

�
十
二
支
部
中
七

支
部
が
街
頭
宣
伝
、
三
支
部
は
革
新
懇

と
共
同
。
札
幌
、
帯
広
の
街
頭
宣
伝
で

は
パ
ト
カ
ー
、
警
官
六
人
を
呼
ぶ
な
ど

妨
害
が
あ
っ
た
。

青

森

�
二
五
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ

所
、
ビ
ラ
四
五
〇
枚

�
行
動
参
加
者

十
六
人
、
署
名
五
十
一
筆
、
若
者
と
年

配
者
は
よ
く
署
名
を
し
て
く
れ
る
。

福

島

�
二
五
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所

�
福
島
駅
前
で
街
頭
宣
伝
、
右
翼
の
大

型
宣
伝
カ
ー
が
き
た
。ビ
ラ
の
裏
に「
治

安
維
持
法
と
は
？
」
な
ど
す
り
込
み
配

布
。秋

田

�
一
万
八
〇
五
〇
枚

�
県
本
部
・
県

内
八
支
部
、
宣
伝
カ
ー
四
支
部
に
一
台

ず
つ
、
演
説
と
ビ
ラ
配
布
、
宣
伝
カ
ー

の
な
い
支
部
は
町
内
に
配
布

�
ビ
ラ

配
布
枚
数
は
過
去
最
高
、
参
加
し
た
会

員
四
十
人
を
超
え
た
。

茨

城

�
一
八
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
四
市
十

三
ヵ
所
（
宣
伝
カ
ー
一
台
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
一
台
）
�
若
い
人
の
ビ
ラ
受
け
取

り
よ
か
っ
た
。
参
加
し
た
民
主
団
体
役

員
「
戦
争
反
対
と
治
安
維
持
法
を
一
言

で
説
明
は
難
し
い
」
と
の
感
想
。
署
名

二
十
四
筆
。
参
加
者
二
十
人
。

千

葉

�
八
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所

（
船
橋
支
部
一
〇
〇
枚
、
津
田
沼
駅
リ

レ
ー
ト
ー
ク
）

埼

玉

�
五
〇
〇
〇
枚
余

�
街
頭
宣
伝
三
ヵ

所
、
県
本
部
は
川
越
駅
で
十
二
人
、
五

〇
〇
枚
配
布
、
他
は
坂
戸
、
鶴
ケ
島
。

署
名
十
筆
、
所
沢
で
他
団
体
含
む
十
数

人
で
行
動

�
台
風
の
余
波
を
ぬ
っ
て

の
一
時
間
の
行
動

東

京

�
一
万
二
九
〇
〇
枚

�
宣
伝
カ
ー
、

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
、
街
頭
宣
伝
五
ヵ
所

�
「
今
日
は
何
の
日
で
す
か
」
と
聞
か

れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
マ
イ
ク
で
の

宣
伝
が
効
果
的
で
街
頭
で
の
ビ
ラ
配
布

一
二
三
〇
枚
。

神
奈
川

�
五
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
は
藤
沢
駅

８
月
１５
日
、
小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝
に
国
民
の
平
和
へ
の
誓
い
は
、
怒
り
と
抗

議
の
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
同
盟
は
、
全
国
ビ
ラ
を
も
っ
て
約
三
十
数
都

道
府
県
で
宣
伝
行
動
を
展
開
、
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
く
り
か
え
す
な
と
街
頭

に
出
て
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
�
は
ビ
ラ
の
発

行
枚
数

�
は
宣
伝
方
法
（
新
聞
折
り
込
み
数
は
略
）

�
は
特
徴
的
状
況
で
す
。

１
９
４
５
年
９
月
初
旬
、

わ
れ
わ
れ
一
行
は
貨
車

に
乗
せ
ら
れ
「
ソ
満
」

国
境
を
越
え
た
。
バ
イ

カ
ル
湖
畔
の
街
チ
タ
か

ら
３
昼
夜
、
エ
ニ
セ
イ
川
沿
い
の
ク
ラ

ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
に
到
着
す
る
。
強
制
収

容
所
で
の
捕
虜
生
活
の
始
ま
り
で
あ
る

▼
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
は
独
ソ
戦
中
ド

イ
ツ
の
爆
撃
圏
外
に
重
工
業
地
帯
が
急

遽
つ
く
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
工
場
群
が

並
ん
で
い
た
。
数
年
前
橋
本
・
エ
リ
ツ

ィ
ン
会
談
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
で
も

名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
『
シ

ベ
リ
ア
流
刑
史
』
（
岩
波
新
書
）
に
よ

る
と
帝
政
時
代
ま
で
は
シ
ベ
リ
ア
に
流

さ
れ
る
政
治
囚
は
、
こ
こ
を
分
岐
点
に

各
地
に
送
ら
れ
た
と
あ
る
。
冬
は
零
下

三
〇
度
か
ら
四
〇
度
に
な
っ
た
が
、
連

日
風
速
１０
�
く
ら
い
の
風
が
吹
く
。
耐

寒
温
度
は
五
〇
度
く
ら
い
に
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
で
は
六
〇
万
の
同
朋
の
う
ち

約
一
割
が
栄
養
失
調
や
病
気
で
命
を
落

と
し
た
が
、
特
に
初
年
度
の
死
亡
者
が

多
か
っ
た
▼
強
制
労
働
に
た
い
す
る
賃

金
は
旧
ソ
連
も
日
本
政
府
も
今
も
っ
て

支
払
っ
て
い
な
い
。
全
国
抑
留
者
補
償

協
議
会
が
賃
金
支
払
い
を
求
め
て
訴
訟

を
つ
づ
け
て
い
る
。
原
告
の
平
均
年
齢

は
８５
歳
。

（
佐
）

終終
戦戦
記記
念念
のの
日日
――
８８
・・
１１５５
――

全全
国国
でで
統統
一一
宣宣
伝伝
行行
動動
取取
りり
組組
むむ
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前
一
ヵ
所
、
三
五
〇
枚

�
駅
頭
宣
伝

は
昨
年
と
同
じ
く
超
党
派
（
同
盟
は
じ

め
民
主
、
社
民
、
ネ
ッ
ト
、
共
産
な
ど

各
党
市
議
、
新
婦
人
、
平
和
市
民
団
体

な
ど
約
六
十
五
人
）
、
二
時
間
の
リ
レ

ー
演
説
と
宣
伝
行
動
。

山

梨

�
二
〇
〇
〇
枚

�
甲
府
駅
前
で
同
盟

旗
を
掲
げ
て
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
。

長

野

�
二
万
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所

�

八
月
九
日
、県
本
部
三
役
会
議
を
開
き
、

昼
休
み
に
長
野
駅
前
で
宣
伝
行
動
。
民

主
青
年
同
盟
県
委
員
長
も
参
加
。
弁
士

も
新
役
員
の
訴
え
で
内
容
も
新
鮮
。

石

川

�
二
二
〇
〇
枚

�
県
本
部
と
し
て
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
街
頭
宣
伝
、
ビ
ラ
一
八
〇

枚
、
五
人
参
加

�
新
日
本
婦
人
の
会

県
本
部
事
務
局
長
も
ビ
ラ
配
布
に
参

加
、
受
け
取
り
の
反
応
は
よ
く
「
小
泉

け
し
か
ら
ん
」
と
の
声
も
。
県
本
部
と

し
て
は
五
年
ぶ
り
の
デ
パ
ー
ト
前
の
行

動
。岐

阜

�
一
万
一
五
〇
〇
枚

�
岐
阜
市
で
五

〇
〇
枚
街
頭
宣
伝
・
ビ
ラ
配
布

滋

賀

�
五
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
、
�
若
者

に
配
布
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
か
な
り

受
け
取
っ
て
く
れ
た
。

京

都

�
三
〇
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
二
ヵ

所
、
署
名
一
〇
〇
筆

�
ビ
ラ
は
八
月

一
〜
六
日
の
戦
争
展
、
十
日
の
清
水
寺

境
内
の
宣
伝
行
動
（
十
人
参
加
）
、
十

五
日
は
四
条
河
原
町
高
島
屋
前
。

奈

良

①
二
〇
〇
枚
、
②
新
聞
と
「
不
屈
」
紙

に
折
り
込
み
。

大

阪

�
一
〇
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
三
ヵ
所

�
府
本
部
は
京
橋
駅
で
十
四
名
で
ビ
ラ

配
布
、
他
に
堺
支
部
で
他
団
体
と
一
緒

に
二
駅
で
宣
伝

�
参
加
者
か
ら
は

「
今
年
は
ビ
ラ
の
受
け
取
り
が
例
年
に

比
べ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
声
。
十
五
日

の
小
泉
靖
国
参
拝
の
影
響
か
。

兵

庫

�
三
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所
、

共
産
党
恒
例
の
街
頭
演
説
、
同
盟
は
五

人
で
ビ
ラ
配
布

�
共
産
党
予
定
候
補

の
演
説
会
場
周
辺
で
ビ
ラ
配
布
、
昨
年

よ
り
若
干
受
け
取
り
は
よ
か
っ
た
。

鳥

取

�
二
〇
四
〇
枚
（
内
一
二
六
〇
枚
は
裏

に
「
国
賠
同
盟
は
何
を
し
て
い
る
か
」

を
印
刷
）

�
街
頭
宣
伝
三
ヵ
所
、
十

四
人
、
ビ
ラ
五
七
九
枚
、
五
ヵ
所
五
人

で
各
戸
配
布
五
五
〇
枚
、
署
名
は
鳥
取

支
部
・
県
本
部
合
同
で
鳥
取
市
で
一
時

間
九
人
参
加
、
署
名
五
十
六
筆
、
憲
法

署
名
四
十
一
筆
、
こ
れ
ま
で
の
倍
の
数

�
ビ
ラ
の
内
容
良
し
。
六
十
代
以
上
と

青
年
学
生
の
反
応
良
し
。
同
盟
の
ゼ
ッ

ケ
ン
は
効
果
が
あ
っ
た
。
署
名
・
ビ
ラ

の
受
け
取
り
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
。

島

根

�
五
〇
〇
〇
枚

�
新
聞
折
り
込
み

�
読
者
か
ら
「
国
賠
同
盟
の
ビ
ラ
入
っ

て
い
た
よ
」
の
電
話
も
あ
っ
た
。

広

島

�
三
五
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
四
ヵ

所
、
署
名
六
十
筆

�
改
憲
、
岩
国
基

地
増
強
の
危
険
に
対
し
戦
前
の
反
戦
平

和
の
伝
統
に
学
ぼ
う
と
訴
え
「
ご
く
ろ

う
さ
ん
」
の
声
も
あ
っ
た
。

市民団体とも共同して・神奈川

柳河瀬会長を先頭に・大阪
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高

知

�
一
〇
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所

（
高
知
市
北
・
南
支
部
）
、
署
名
六
十

筆

�
街
頭
宣
伝
は
六
人
の
会
員
で
県

庁
前
で
宣
伝

「
今
日
は
終
戦
記
念
日

で
し
た
ね
」
「
ご
苦
労
様
」
の
声
も
。

愛

媛

�
二
五
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所
、

署
名
四
十
九
筆

�
ビ
ラ
配
布
は
予
定

の
半
分
に
終
る
。
署
名
は
中
学
三
年
生

は
じ
め
十
、
二
十
代
の
若
い
人
が
半
数

を
超
え
、予
期
し
な
い
結
果
に
全
員（
七

人
）
元
気
を
も
ら
っ
た
。
愛
媛
新
聞
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

大

分

�
三
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
一
ヵ
所
ビ

ラ
配
布

�
大
分
市
中
心
街
で
三
人
で

ビ
ラ
配
布
、
昼
休
み
の
せ
い
か
親
子
づ

れ
が
多
く
、
同
盟
の
ビ
ラ
を
見
て
「
本

当
で
す
ね
、
こ
の
子
た
ち
を
戦
争
に
は

や
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
子
ど
も
に

「
お
じ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
と
言
い
な

さ
い
、
暑
い
の
に
皆
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
話
し
て
い
た
。

長

崎

長
崎
支
部
が
中
心
と
な
っ
て
ビ
ラ
配

布
。
ビ
ラ
を
手
に
し
た
市
民
や
観
光
客

は「
終
戦
の
日
で
す
ね
。
が
ん
ば
っ
て
」

「
父
は
戦
死
、
戦
争
は
も
う
い
や
で
す

ね
」
と
話
さ
れ
、
熱
心
に
読
む
若
も
の

の
姿
も
み
ら
れ
た
。

宮

崎

�
六
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝

鹿
児
島

�
八
〇
〇
枚

�
街
頭
宣
伝
四
ヵ
所
で

宣
伝
カ
ー
演
説

�
鹿
児
島
中
央
駅
前

で
三
人
ビ
ラ
配
布
三
〇
〇
枚
、
姶
良
支

部
二
人
で
三
〇
〇
枚

�
高
齢
者
は
六

十
一
年
前
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
「
苦

し
い
時
代
だ
っ
た
」
の
声
。
右
翼
の
車

が
三
台
回
っ
て
い
た
。

都
道
府
県
本
部
総
会
開
く
・
続

前
月
号
に
続
き
、
�
開
催
月
日
�
参

加
者
数
�
新
三
役
名
�
総
会
の
特
徴
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

秋

田

�
五
月
二
十
八
日
・
秋
田
市

�
代
議

員
・
評
議
員
四
十
五
名
出
席

�
会
長

・
近
江
谷
昭
二
郎
、
事
務
局
長
・
伊
藤

紀
久
夫
ら
三
十
一
人
を
選
出

�
十
一

人
が
発
言
、
改
憲
反
対
、
治
安
維
持
法

犠
牲
者
ら
墓
参
会
、
署
名
二
万
五
千
余

の
署
名
活
動
ほ
か
多
面
的
な
経
験
が
報

告
さ
れ
、
国
民
的
共
同
の
発
展
に
全
力

を
と
よ
び
か
け
た
。

福

島

�
七
月
二
十
二
日

�
会
長
・
加
藤

起
、
事
務
局
長
・
山
口
文
彦
ら
二
十
七

人
�
改
憲
派
の
策
謀
、
教
育
基
本
法
改

悪
、
共
謀
罪
制
定
な
ど
の
企
み
な
ど
、

同
盟
の
責
務
は
重
大
。

石

川

�
七
月
十
七
日

�
四
十
七
名

�
会

長
・
北
口
吉
治
、
副
会
長
・
森
昭
、
近

松
美
喜
子
、
事
務
局
次
長
・
金
子
規
好

�
第
一
部
に
講
演
「
治
安
維
持
法
と

今
日
の
課
題
」
講
師
・
柳
河
瀬
精
氏
・

大
阪
府
本
部
会
長
。
第
二
部
で
総
会
、

発
言
者
九
人
。

福

岡

�
七
月
二
十
五
日

�
会
長
・
角
銅
立

身
、
事
務
局
長
・
橋
本
幸
夫
ら
十
七
人

選
出

�
討
論
で
は
署
名
目
標
超
過
達

成
、
会
員
拡
大
の
経
験
な
ど
発
言
が
各

支
部
か
ら
出
さ
れ
た
。

同
盟
中
央

本
部
副
会
長

の
高
嶋
信
敏

（
た
か
し
ま

・
の
ぶ
と

し
）さ
ん
が
、

八
月
一
日
肺
腺
が
ん
に
よ
り
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
八
十
四
歳
。

高
嶋
さ
ん
は
一
九
九
一
年
北
海
道
本

部
会
長
に
就
任
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
か

ら
中
央
本
部
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

砂
川
炭
鉱
で
生
ま
れ
、夕
張
で
学
び
、

幌
内
炭
鉱
で
技
術
労
働
者
と
し
て
働
い

た
体
験
を
生
か
し
、
労
働
者
・
農
民
は

じ
め
広
く
勤
労
市
民
に
深
い
愛
情
を
傾

け
、
誠
実
一
途
に
不
屈
の
生
涯
を
送
ら

れ
ま
し
た
。

同
盟
運
動
で
は
「
風
化
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
顕
彰
す
べ
き
だ
」
と

治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
歴
史
的
貢
献
を

強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
日
恒
例
と

な
っ
た
「
八
・
一
五
街
頭
宣
伝
行
動
」

で
は
、
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
さ

れ
ま
し
た
。

訃

報
高
嶋
信
敏
さ
ん
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��
竹
中
彰
元
は
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
十
月
三
日
浄
土
真
宗
大
谷
派
明
泉
寺
に

生
ま
れ
た
。
真
摯
な
信
仰
の
立
場
か
ら
仏

教
教
理
の
「
兵
戈
無
用
」
（
大
無
量
寿
経
）

不
殺
生
か
ら
、
弾
圧
に
屈
せ
ず
反
戦
を
唱

え
て
刑
を
う
け
た
。

一
九
三
七
年
日
中
戦
争
が
始
ま
り
九
月

十
五
日
、
出
征
軍
人
を
垂
井
駅
ま
で
見
送

る
行
列
の
中
で
「
戦
争
と
い
う
事
も
、
昨

日
も
千
人
今
日
も
三
千
人
と
い
う
様
に
沢

山
な
死
傷
が
あ
っ
て
悲
惨
な
こ
と
だ
。
一

体
戦
争
は
罪
悪
で
あ
る
。
…
…
戦
争
は
も

う
こ
の
辺
で
止
め
た
ほ
う
が
国
家
と
し
て

賢
明
で
あ
る
。
」
（
「
予
審
終
結
決
定
」

よ
り
）
。

ま
た
十
月
十
日
、
近
く
の
寺
の
法
要
で

数
人
の
僧
侶
の
間
で
「
戦
争
は
悲
惨
な
極

み
で
罪
悪
で
あ
る
…
…
こ
れ
以
上
の
戦
争

は
侵
略
だ
云
々
」
と
語
っ
た
。

こ
れ
を
特
高
が
知
り
、
彰
元
は
取
調
べ

を
受
け
た
。
し
か
し
信
念
を
曲
げ
ぬ
た
め

名
古
屋
高
検
で
、
検
事
は
「
貴
方
の
言
う

と
お
り
で
す
、し
か
し
今
は
非
常
時
で
す
」

と
い
わ
れ
彰
元
は
最
後
に
一
言
「
非
常
時

だ
っ
た
ら
人
を
殺
し
て
も
い
い
の
で
す

か
」
と
言
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

彰
元
は
一
九
三
八
年
四
月
禁
固
四
カ
月

（
執
行
猶
予
三
年
）
の
判
決
を
受
け
た
。

一
九
四
五
年
敗
戦
の
報
を
聞
く
と
安
堵
し

た
の
か
微
笑
を
見
せ
、
そ
の
秋
十
月
二
十

一
日
七
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
毎
年
宗

教
者
有
志
が
明
泉
寺
に
集
ま
り「
彰
元
忌
」

（
昨
年
は
第
六
回
）
が
開
か
れ
て
い
る
。

な
お
戦
中
大
谷
派
の
彰
元
へ
の
処
分
の
取

り
消
し
の
運
動
も
、
有
志
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

（
岐
阜
・
小
澤
記
）

一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
夜
、
日
本
陸

軍
の
関
東
軍
（
「
満
州
」
に
配
置
し
た
軍

隊
）
の
高
級
将
校
板
垣
征
四
郎
や
石
原
莞

爾
ら
は
周
到
な
準
備
の
上
で
瀋
陽
の
柳
条

湖
付
近
で
、
自
ら
南
満
州
鉄
道
の
線
路
を

爆
破
し
こ
れ
を
「
中
国
軍
の
仕
業
」
と
称

し
て
中
国
軍
を
攻
撃
、
戦
争
を
開
始
し
ま

し
た
。

日
本
の
支
配
層
は
、
か
ね
て
か
ら
「
満

蒙
は
日
本
の
生
命
線
」
な
ど
と
宣
伝

し
、
二
七
年
の
「
東
方
会
議
」
（
政

府
・
軍
部
合
同
会
議
）
で
中
国
か
ら

そ
の
東
北
部
（
「
満
州
」
）

を
切
り
離
し
て
日
本
の
領

土
と
す
る
方
針
を
き
め
ま

し
た
。

日
本
軍
は
戦
火
を
全
満

州
、
上
海
に
も
ひ
ろ
げ
て
、
占
領
し

た
満
州
に
名
前
だ
け
の
皇
帝
溥
儀
を

据
え
て
傀
儡
政
権
の
「
満
州
国
」
を

樹
立
。
こ
れ
を
認
め
な
い
国
際
連
盟
の
勧

告
を
拒
否
し
日
本
は
連
盟
を
脱
退
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
の

侵
略
国
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
も
先
駆
け

て
中
国
に
戦
争
を
し
か
け
、
後
の
日
中
戦

争
、
太
平
洋
戦
争
に
拡
大
し
て
い
く
侵
略

戦
争
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
で
重
大
な

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
天
皇
は
、
関
東
軍
の「
勇
戦
力
闘
」

を
た
た
え
る
勅
語
で
侵
略
を
公
認
し
、
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
も
「
悪
鬼
の
如
き
支
那
兵

！

我
軍
出
動
遂
に
掃
蕩
」
（
東
日
）
と

い
っ
た
調
子
で
国
民
の
戦
意
と
排
外
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
ま
し
た
。せっ

き

地
下
の
日
本
共
産
党
は
「
赤
旗
」
で
い

ち
は
や
く
こ
の
侵
略
戦
争
の
真
相
と
本
質

を
明
ら
か
に
し
、
反
戦
の
た
た
か
い
を
よ

び
か
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
明
白
と
な
っ
た

こ
の
満
州
事
変
に
つ
い
て
、
「
つ
く

る
会
」
の
歴
史
教
科
書
は
、
満
州
事

変
が
中
国
人
の
排
日
運
動
に
原
因
が

あ
り
、
一
部
日
本
の
将
校
た
ち
の
行

動
は
、
ソ
連
の
脅
威
や
国
民
党
革
命

軍
の
進
行
に
対
し
て
そ
れ
ら
を
「
解

決
す
る
計
画
」
を
ね
り
始
め
た
も
の

で
、
国
民
は
そ
の
行
動
を
支
持
し
た

な
ど
と
書
き
、
靖
国
・
遊
就
館
の
映

画
は
「
過
激
な
排
日
運
動
の
嵐
は
満
州
に

も
お
よ
び
…
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
る
と
き

が
」
き
た
な
ど
と
黒
を
白
と
い
い
く
る
め

る
宣
伝
を
平
然
と
や
っ
て
い
ま
す
。

日
本
を
再
び
戦
争
す
る
国
に
変
え
よ
う

と
企
む
勢
力
の
策
動
の
中
で
、
「
満
州
事

変
」
７５
周
年
は
、
歴
史
の
事
実
を
し
っ
か

り
つ
か
む
上
で
大
変
重
い
意
味
を
も
っ
て

い
ま
す
。

（
巽
）

顕彰碑
探探訪訪

時の焦点

「満州事変」７５周年

反
戦
を
つ
ら
ぬ
い
た
住
職

竹
中
彰
元

岐
阜
県
垂
井
町
明
泉
寺
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東
京
美
術
学
校
の
学
生
だ
っ
た
私
の

父
・
小
松
益
喜
は
、
一
九
二
九
年
（
昭

和
四
年
）
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家

同
盟
に
加
盟
、
絵
の
制
作
活
動
と
と
も

に
社
会
を
科
学
と
し
て
学
び
、
芸
術
と

社
会
変
革
の
統
一
を
考
え
た
と
い
う
。

内
田
巌
、
大
月
源
二
、
須
山
計
一
、
松

山
文
雄
ら
多
く
の
友
人
を
得
、
同
盟
機

関
紙
「
新
美
術
」
を
発
刊
し
、
論
文
「
美

意
識
の
変
化
」
を
書
き
、
ま
た
、
世
に

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
メ
キ
シ
コ
の
革

命
画
家
・
デ
ィ
ゴ
ー
リ
ベ
ラ
の
紹
介
を

載
せ
る
な
ど
の
活
動
も
あ
っ
た
。
卒
業

間
際
の
昭
和
五
年
二
月
、
共
産
党
中
央

幹
部
（
田
中
清
玄
・
後
に
転
向
、
安
保

闘
争
時
に
は
公
安
警
察
と
と
も
に
極
左

暴
力
団
の
謀
略
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で

名
を
馳
せ
た
人
物
）
を
か
く
ま
っ
た
こ

と
が
特
高
警
察
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
妻
の
と
き
と
と
も
に
渋
谷
署
に
留

置
さ
れ
た
。
拘
留
三
〇
日
。
地
下
室
の

留
置
場
の
寒
さ
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
た
卒
業
制
作
を
提
出
で
き
な
い

こ
と
が
身
に
こ
た
え
た
。
し
か
し
、
放

免
に
よ
っ
て
帰
っ
て
き
た
時
、
学
友
Ｋ

君
の
手
に
よ
っ
て
卒
業
制
作
は
提
出
さ

れ
て
お
り
、
無
事
に
卒
業
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
だ
留
置
さ
れ
て
い
た
妻
と

き
に
面
会
に
い
く
と
、
形
相
が
変
わ
る

ほ
ど
顔
が
青
黒
く
脹
れ
あ
が
っ
て
い

た
。
�
ひ
ど
い
こ
と
を
し
や
が
る
�
と

心
の
底
か
ら
怒
り
を
お
ぼ
え
、
た
た
か

う
腹
を
据
え
た
と
い
う
。

卒
業
後
、
「
赤
旗
」
印
刷
の
仕
事
に

参
加
し
、
治
安
維
持
法
の
元
で
命
が
け

の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
赤

旗
」
縮
刷
版
第
一
巻
の
巻
頭
を
飾
る
ガ

リ
版
二
色
刷
り
の
付
録
絵
も
小
松
益
喜

の
仕
事
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
過
労
も
あ

り
、
脳
炎
を
患
い
倒
れ
た
。
身
元
を
明

か
さ
な
い
で
入
院
す
る
と
い
う
困
難
で

あ
っ
た
が
、多
く
の
人
の
協
力
で
入
院
、

一
命
を
と
り
止
め
た
。
し
か
し
、
記
憶

を
完
全
に
失
う
と
い
う
後
遺
症
を
残
し

た
。
同
時
期
、
妻
と
き
も
病
気
に
な
り

二
人
で
高
知
に
帰
郷
し
た
。
記
憶
喪
失

の
日
々
が
続
く
が
、
あ
る
日
、
妻
と
き

が
持
た
せ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
か
え

る
を
描
写
し
、
こ
れ
を
契
機
に
記
憶
を

回
復
さ
せ
て
い
く
。
そ
し
て
再
び
妻
と

き
と
と
も
に
反
戦
活
動
に
加
わ
っ
た
。

病
後
の
こ
と
で
ビ
ラ
の
カ
ッ
ト
を
書
く

形
で
あ
っ
た
が
、
槙
村
浩
ら
の
活
動
に

協
力
。
一
九
三
二
年
上
海
事
変
が
勃
発

し
、
高
知
四
四
連
隊
の
出
兵
を
目
前
に

し
て
、
侵
略
戦
争
反
対
！
と
、
果
敢
な

行
動
が
開
始
さ
れ
た
。
四
月
、
一
斉
検

挙
で
県
下
五
十
余
名
の
一
人
と
し
て
妻

と
共
に
捕
ら
え
ら
れ
、
須
崎
署
へ
送
ら

れ
た
。東
京
帰
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

首
謀
者
と
見
ら
れ
て
病
み
上
が
り
の
身

に
厳
し
い
リ
ン
チ
を
受
け
た
。
妻
と
き

は
長
女
が
お
腹
に
い
た
が
、
や
は
り
拷

問
を
受
け
、
二
二
〇
日
の
勾
留
後
、
出

産
四
〇
日
前
に
釈
放
さ
れ
た
。
益
喜
は

翌
年
起
訴
さ
れ
、
執
行
猶
予
で
釈
放
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
長
期
間
警
察
の

監
視
下
に
置
か
れ
た
。

上
京
途
中
、
神
戸
の
異
人
館
に
魅
せ

ら
れ
、
絵
の
制
作
を
続
け
る
の
だ
が
、

軍
機
保
護
法
の
も
と
、
「
家
三
軒
描
け

ば
地
図
」
と
い
わ
れ
、
風
景
画
が
描
き

づ
ら
く
な
る
。
小
柄
で
、
徴
兵
検
査
は

丙
種
で
、
赤
紙
は
来
な
か
っ
た
が
、
当

時
、
画
家
が
戦
争
画
を
描
か
な
い
の
は

圧
力
と
の
大
変
な
た
た
か
い
だ
っ
た
。

町
並
み
が
描
け
な
い
な
ら
と
、
一
軒

の
異
人
館
の
�
美
�
を
大
き
く
描
い
た

作
品
も
多
数
生
ま
れ
た
。
豊
か
な
知
性

を
持
つ
と
と
も
に
人
に
わ
け
へ
だ
て
し

な
い
気
さ
く
な
人
柄
は
、
多
く
の
友
人

を
作
り
、
そ
の
助
力
で
、
奈
良
・
室
生

寺
の
境
内
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

小
柄
で
あ
っ
た
が
剣
道
で
き
た
え
た
身

体
で
、
大
き
な
画
材
を
担
い
で
帰
る
夜

道
は
漆
黒
の
世
界
だ
っ
た
が
、
万
葉
歌

を
全
文
唄
え
た
父
は
、
大
声
で
朗
誦
し

な
が
ら
夜
道
を
帰
宅
し
て
い
た
。

戦
後
、
小
松
益
喜
は
、弾
圧
に
よ
る

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
た
た
か
い
な
が
ら
も
、
人

間
性
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
だ
。
兵
庫
を

中
心
に
平
和
運
動
・
女
性
運
動
で
活
躍

し
た
妻
と
き
と
尊
敬
し
、
協
力
し
あ
い

な
が
ら
、そ
の
長
い
生
涯
を
、絵
を
描

き
、
戦
争
反
対
を
貫
い
て
生
き
た
の
で

す
。
（
２
０
０
２
年
没
、
享
年
９８
歳
）

反
戦
を
つ
ら
ぬ
い
た
不
屈
の
画
家

小
松
益
喜

東
京
・
小
松
伸
哉
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同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

愛
し
た
る
大
森
海
岸
望
む
坂
に
啄
木
一
族
の
墓
に
寄
り
添
う

ひ
そ
や
か
に
十
字
架
刻
め
る
姫
の
墓
松
前
藩
墓
所
緑
蔭
の
濃
し

〈
評
〉
前
歌
は
函
館
の
立
待
岬
に
あ
る
啄
木
一
族
の
墓
に
心
よ
せ
た
も
の
。
後

歌
は
、
封
建
の
世
に
許
さ
れ
な
い
信
仰
を
も
っ
た
藩
主
の
娘
へ
の
思
い
。

京
都
府

須
田

稔

「
海
ゆ
か
ば
」「
君
が
代
」「
教
育
勅
語
」
に
飼
育
さ
れ
靖
国
に
祀
ら
れ
た
し
と

わ
が
少
年
の
日

愚
か
に
も
敵
意
植
え
つ
け
ら
れ
た
わ
た
し
に
も
償
う
責
任
厳
然
と
あ
る

〈
評
〉
い
か
に
軍
国
少
年
と
な
っ
て
い
っ
た
か
、
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
、

今
思
い
返
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
負
う
べ
き
自
己
責
任
も
あ
る
と
―
―
。

岐
阜
県

和
田

昌
三

わ
が
町
に
も
捜
索
さ
れ
し
教
師
居
て
「
銃
口
」
を
身
近
に
感
じ
つ
つ
観
る

外
国
の
人
も
短
き
浴
衣
着
て
郡
上
踊
り
に
打
ち
興
じ
居
り

〈
評
〉
一
首
目
は
、
三
浦
綾
子
の
作
品
『
銃
口
』
の
舞
台
を
見
て
の
感
慨
。
二

首
目
は
、
郡
上
踊
り
の
熱
気
溢
れ
た
様
子
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

静
岡
県

江
川

佐
一

昨
夜
来
の
雨
に
打
た
れ
し
蘭
の
花
幾
多
の
故
人
偲
び
て
眺
め
る

グ
ァ
ム
島
へ
浜
松
か
ら
も
演
習
に
エ
イ
ワ
ッ
ク
ス
は
飛
び
て
恥
な
し

〈
評
〉
気
品
の
あ
る
蘭
の
花
が
雨
に
よ
っ
て
衰
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
、

志
半
ば
で
死
ん
だ
人
へ
の
思
い
を
誘
い
出
し
て
い
る
。
後
歌
結
句
よ
し
。

東
京
都

若
林

義
文

愛
国
心
の
評
価
記
載
の
通
信
簿
を
児
童
に
渡
し
夏
休
み
来
ぬ

〈
評
〉
教
師
の
立
場
に
立
っ
て
の
詠
で
あ
ろ
う
が
国
の
政
策
批
判
を
重
ね
る
。

東
京
都

鈴
木
す
み
江

こ
う
り
ゃ
ん

知
ら
ざ
り
き
馬
糞
に
混
じ
る
高
梁
を
人
が
食
せ
し
歴
史
の
あ
り
し
を

〈
評
〉
知
人
の
歌
集
の
中
に
こ
の
戦
時
体
験
が
歌
わ
れ
て
い
て
驚
く
。

和
歌
山
県

中
平

喜
祥

横
断
歩
道
を
渡
り
き
て
思
う
少
し
ば
か
り
髪
型
を
変
え
て
み
よ
う
か

〈
評
〉
唐
突
に
浮
か
ん
で
来
た
思
い
を
、
い
か
に
も
な
め
ら
か
に
歌
っ
た
。

東
京
都

山
崎

元

寝
物
語
り
と
寺
子
屋
の
句
一
つ
遺
し
爆
死
せ
る
祖
母
忘
れ
じ
の
夏

〈
評
〉
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
祖
母
の
死
と
、
思
い
出
で
あ
る
。

「
日
本
の
軍
隊
が
、
世
界
に
類
を
み

な
い
ほ
ど
の
不
合
理
と
暴
力
の
組
織
と

な
り
、
南
京
大
虐
殺
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
虐
殺
と
性
暴
力
を
犯
し
た
の
に

は
、
ど
ん
な
原
因
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
」
で
は
じ
ま
る
本
書
の
論
文
は
、

天
皇
の
軍
隊
の
特
色
―
南
京
攻
略
戦
の

展
開
―
日
中
戦
争
と
戦
後
補
償
―
日
中

戦
争
に
お
け
る
捕
虜
虐
殺
―
「
三
光
作

戦
」
と
北
支
方
面
軍
―
海
南
島
に
お
け

る
日
本
軍
の
「
三
光
作
戦
」
―
日
本
軍

か
ら
見
た
反
戦
運
動
―
命
令
さ
れ
た
最

後
の
戦
い
（
い
ま
、
映
画
『
蟻
の
兵
隊
』

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
【
山
西
残
留
問

題
】
）
と
、
日
中
戦
争
の
実
態
お
よ
び

全
体
像
を
確
か
な
裏
付
け
資
料
に
基
い

て
解
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。

戦
後
、
六
十
一
年
目
の
夏
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
特
番
を
観
て
、
日
本
の
加
害

認
識
の
希
薄
さ
に
失
望
し
た
。
こ
れ
で

は
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
「
日
本
が

侵
略
先
で
何
を
し
た
の
か
？
」
を
知
り

よ
う
が
な
い
。
本
書
に
書
か
れ
て
い
る

の
は
日
本
自
身
が
直
接
手
が
け
た
戦
争

犯
罪
の
記
録
で
も
あ
る
。

本
書
は
、二
〇
〇
三
年
二
月
二
六
日
、

急
逝
さ
れ
た
藤
原
さ
ん
の
一
九
九
〇
年

代
以
降
に
雑
誌
な
ど
に
書
か
れ
た
論
文

の
な
か
か
ら
、
ご
自
身
の
著
書
に
含
ま

れ
な
い
も
の
、お
よ
び
ご
自
身
の
回
想
、

巻
末
に
は
、
関
係
者
の
追
悼
文
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

藤
原
さ
ん
は
戦
前
、
陸
軍
士
官
学
校

を
卒
業
し
、
四
年
間
、
陸
軍
中
隊
長
と

し
て
中
国
戦
線
に
参
加
し
、
戦
後
は
一

九
四
六
年
に
東
京
大
学
文
学
部
史
学
科

に
入
学
す
る
と
い
う
異
色
な
経
験
を
つ

ん
で
お
ら
れ
る
。

著
書
に
『
日
本
軍
事
史
』
『
日
中
全

面
戦
争
』
『
餓
死
し
た
英
霊
た
ち
』
な

ど
数
多
く
著
作
が
あ
り
、
日
本
近
現
代

史
の
先
達
の
一
人
。

藤
原
さ
ん
は
、
日
本
の
戦
後
補
償
問

題
で
「
私
は
も
う
年
取
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
申
し
わ
け
な
い
け
れ

ど
も
次
の
世
代
に
責
任
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
言
葉

を
残
し
て
い
る
。

（
倉
）

書棚

『
天
皇
の
軍
隊
と
日
中
戦
争
』

藤
原

彰

著

大
月
書
店

二
八
〇
〇
円
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７
月
２２
、
２３
両
日
長
野
市
で
開
か
れ

た
第
５２
回
日
本
母
親
大
会
は
、
２
日
間

で
の
べ
一
万
五
〇
〇
〇
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

「
世
界
が
み
つ
め
る
憲
法
九
条
」
分

科
会
で
は
、
九
条
の
会
呼
び
か
け
人
の

一
人
で
あ
る
助
言
者
の
奥
平
康
弘
さ
ん

は
「
憲
法
九
条
の
改
定
に
反
対
す
る
人

は
国
民
の
中
に
相
当
あ
る
が
、
一
枚
岩

で
は
な
い
。
自
衛
隊
は
合
憲
、
専
守
防

衛
な
ど
な
ど
の
水
脈
に
あ
る
人
々
と
会

話
を
交
わ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

強
調
。教
育
評
論
家
の
三
上
満
さ
ん
は
、

「
九
条
で
、
国
民
投
票
が
さ
れ
る
と
し

た
ら
、真
の
投
票
者
は
ア
ジ
ア
の
国
民
。

九
条
は
世
界
か
ら
の
預
か
り
も
の
で

す
」
。
持
参
し
た
戦
争
賛
美
の
遊
就
館

ポ
ス
タ
ー
を
か
ざ
し
、
「
全
都
の
小
・

中
学
校
に
配
布
さ
れ
て
い
る
」と
報
告
。

「
世
界
の
難
民
の
子
ど
も
か
ら
見
た
ら
、

日
本
は
憲
法
九
条
が
あ
る
か
ら
戦
争
を

し
な
い
国
と
言
わ
れ
る
。
私
た
ち
の
方

が
本
当
の
重
み
を
知
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
テ
ポ
ド
ン
が
打
ち

込
ま
れ
た
と
き
の
危
機
管
理
と
い
う
名

で
体
制
が
作
ら
れ
て
い
る
」
「
東
京
の

足
立
区
で
９
・
１
防
災
訓
練
に
米
軍
が

参
加
す
る
」
な
ど
戦
争
す
る
国
づ
く
り

の
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
の
私
立
幼
稚
園
で
は
年
長
組
に

教
育
勅
語
を
暗
唱
さ
せ
て
い
る
な
ど
危

険
な
動
き
が
で
て
い
る
反
面
、
署
名
を

し
て
く
れ
た
高
校
生
が
署
名
で
「
ぼ
く

た
ち
は
何
が
出
来
る
の
か
を
教
え
て
く

だ
さ
い
と
聞
か
れ
た
」
な
ど
、
若
い
人

達
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
全
国
的

に
九
条
の
会
の
活
動
が
大
き
く
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
盟
か
ら
参
加
し
た
東
京
の
安
藤
郁

子
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
が
治
安
維
持
法

に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、

「
戦
争
と
暗
黒
政
治
の
時
代
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

分
科
会
は
申
し
合
せ
で「
治
安
維
持

法
の
再
来
・
共
謀
罪
を
阻
止
し
ま
し
ょ

う
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

８
月
２８
日
、東
京
地
裁
刑
事
１２
部（
大

島
隆
明
裁
判
長
）
は
、
葛
飾
ビ
ラ
配
布

弾
圧
事
件
に
つ
い
て
、

無
罪
判
決
を
言
い
渡
し

ま
し
た
。

判
決
文
で
は
「
一
般

的
に
は
、
社
会
通
念
上
、
本
件
の
よ
う

な
ビ
ラ
配
布
が
当
然
禁
じ
ら
れ
て
い
た

と
も
い
え
な
い
こ
と
…
…
結
局
、
被
告

人
の
し
た
立
入
行
為
は
住
居
侵
入
罪
を

構
成
す
る
違
法
な
行
為

で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」と
明
確
に
判
断
、

僧
侶
の
被
告
の
主
張
が

全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
判
決
で
、
住
民

運
動
の
勝
利
で
す
。

八
月
四
日
、
折
か
ら
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
開
催
中
の
広
島
で
、
原
爆
症
認

定
の
集
団
訴
訟
へ
の
地
裁
判
決
が
あ
り

ま
し
た
。

四
十
一
名
の
原
告
全
員
に
対
す
る
厚

生
労
働
省
の
原
爆
症
否
認
措
置
は
不
当

で
あ
り
、
や
り
直
し
と
認
定
制
度
そ
の

も
の
の
是
正
を
求
め
る
内
容
。
五
月
の

大
阪
地
裁
に
つ
づ
く
、
画
期
的
な
勝
利

判
決
で
し
た
。
被
爆
者
の
原
爆
症
認
定

を
求
め
る
集
団
訴
訟
は
、
全
国
で
一
八

〇
人
を
超
え
る
被
爆
者
が
病
躯
に
鞭
打

っ
て
十
五
ヶ
所
で
お
こ
な
っ
て
お
り
、

三
十
一
人
が
原
告
の
東
京
地
裁
で
の
判

決
も
、
こ
の
秋
の
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
原
爆
症
認
定
者
は
二
十
六

万
被
爆
者
の
一
％
に
も
満
た
な
い
約
二

二
〇
〇
人
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
勝
利

判
決
は
、被
爆
者
全
体
の
本
来
的
要
求
、

国
家
補
償
に
よ
る
真
の
被
爆
者
援
護
法

の
実
現
へ
の
第
一
歩
と
し
て
の
意
義
を

も
っ
て
い
ま
す
。
広
島
で
地
裁
判
決
を

傍
聴
目
撃
し
た
一
人
と
し
て
。
（
元
）

事
務
局
日
誌

８
月
２
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
打

ち
合
わ
せ

８
月
３
日

故
高
嶋
信
敏
副
会
長
通
夜

４
日

同
告
別
式

８
月
１１
日

婦
団
連
「
戦
争
は
ご
め
ん

女
性
の
つ
ど
い
」
参
加

８
月
１１
日

「
不
屈
」
編
集
会
議

８
月
１５
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
拡

大
理
事
会

８
月
１５
日

８
・
１５
全
国
一
斉
宣
伝
行

動

８
月
２４
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
幹
事
会

８
月
２８
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
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